
【 書 籍 】価格：各30,000円＋税、体裁：A4判約150ページ
【ｵﾌﾟｼｮﾝCD】価格：各10,000円＋税、体裁：⼀覧表+全⽂明細書PDF
※オプションCD単独での販売は⾏っておりません。ご了承ください。

社会学、⺠俗学、⽣活⽂化史、⽇本近代史、
産業技術史などの研究者／公共図書館／⼤学・専⾨図書館など

第１巻 脱穀
第２巻 籾摺り
第３巻 精米

2014年5月：農具２シリーズ：耕す（鍬、鋤、犂、耕運機）、田植え、稲刈り
2014年6月：農具３シリーズ：荷車、水車、藁打ち

発明に見る

日本の生活文化史

文明開化は、発明から！
日本人は西洋文化を受け入れながら、
発明を生み出し日本独自の生活文化を発展させてきた。
画期的な発明、実現しなかった奇想天外な発明などから、
身近な生活における生活文化の変化をたどる。

2014年4月発刊
農具１シリーズ

全３巻

おすすめ先

第１巻 アイロン
第２巻 炊飯器
第３巻 暖房器具

申込みFAX：03-3219-7066

発明に見る日本の生活文化史
農具１シリーズ
第１巻 脱穀
第２巻 籾摺り
第３巻 精米

2014年4月
発刊!!
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株式会社ネオテクノロジー
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特許情報は先人の知恵の宝庫です。ネオテクノロジーは特許情報を社会の世相や課題が反映される
アーカイブ情報として活用し、毎月さまざまな切り口で日本の生活文化を見ていきます。
シリーズごとに毎月３巻発刊していきます。どうぞご期待ください。

〈2014年5月〉 乗り物シリーズ 第1巻自動車／第2巻 自転車／第3巻 電車
〈2014年6月〉 衣服シリーズ 第1巻はきもの／第2巻下着／第3巻ミシン
〈2014年7月〉 余暇シリーズ 第1巻おもちゃ／第2巻ピアノ／第3巻写真機

・・・街づくり（街燈／道路／橋）、冠婚葬祭（お墓／仏壇）、運動具、養蚕などを予定しています。

『発明に見る日本の生活文化史』 毎月シリーズごとに3巻発刊します

好評既刊 『発明に見る日本の生活文化史』

生活道具シリーズ

第１巻 アイロン
第２巻 炊飯器
第３巻 あんか

住まいシリーズ

第１巻 かまど
第２巻 風呂
第３巻 厠

《2014年5⽉》 農具２ 第１巻 耕す（鍬、鋤、犂、耕運機）、第２巻 ⽥植え、第３巻 稲刈り
《2014年6⽉》 農具３ 第１巻 荷⾞、第２巻 ⽔⾞、第３巻 藁打ち

農具シリーズ
続刊ご案内

農具１
シリーズ

第１巻 脱穀
□ 書籍 ISBN：978-4-907191-64-1 30,000円+税
□ ｵﾌﾟｼｮﾝCD ISBN:978-4-907191-65-8 10,000円+税

第２巻 籾摺り
□ 書籍 ISBN:978-4-907191-66-5 30,000円+税
□ ｵﾌﾟｼｮﾝCD ISBN:978-4-907191-67-2 10,000円+税

第３巻 精米
□ 書籍 ISBN:978-4-907191-68-9 30,000円+税
□ ｵﾌﾟｼｮﾝCD ISBN:978-4-907191-69-6 10,000円+税

《続刊予定》農具１～農具３シリーズを予定しています。



⽂明開化は発明から!! 明治〜⼤正〜昭和第⼆次⼤戦終戦前まで。
庶⺠の⽣活の創意⼯夫（発明）の中に、時代の潮流を⾒出す新たなアプローチ

①身近な生活の発明から、生活文化が見える
発明は社会の世相や課題が反映されるアーカイブ情報です。
身近な生活発明にこそ、日本独自の生活文化の変化を見ることができます。

②明治～昭和の発明のポイント解説と考察
明治から大正・昭和第二次大戦終戦前に至るまでの、身近な生活に係わる
発明約50件の発明のポイントを解説し、考察を加えています。

③社会・生活文化・民俗学の貴重な資料として
本書に掲載した発明情報の一覧表」巻末に掲載しています。
また、発明の全文明細書をCD-ROM(オプション)に全件収録しています。
日本の生活文化史や民俗学、道具学の研究者におすすめです。

特徴

ネオテクノロジーの紹介
私たちネオテクノロジーは「創造と発明」をテーマ
に活動しています。現実に発明として歴史が積
み上げてきた特許情報を活用した事業を通じて、
理系・文系、専門・一般の別を問わず、異分野や
異業種から学び、多様な中から生まれる力強い
創造をめざしています。

本
書
の
趣
旨

（本
文
よ
り
）

◆
社
会
と
技
術
の
か
か
わ
り

社
会
の
変
化
と
と
も
に
課
題
が
生
ま
れ
、
人
は
そ
の
課
題
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
技
術
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
技
術
革
新
は

産
業
の
発
達
を
通
じ
て
国
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
人

類
の
文
化
と
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

技
術
は
発
明
と
い
う
形
で
公
に
表
れ
ま
す
。
社
会
を
良
く
し
た
い

と
い
う
願
い
や
、
成
功
を
つ
か
み
た
い
と
い
う
欲
望
や
夢
な
ど
、
課

題
に
挑
戦
す
る
人
々
の
情
熱
や
努
力
が
発
明
を
生
み
出
す
原
動

力
と
な
り
ま
す
。
数
え
き
れ
な
い
失
敗
と
僅
か
な
成
功
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
社
会
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

い
ま
、
私
た
ち
は
発
明
に
表
れ
る
先
人
達
の
挑
戦
の
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
変
化
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◆
な
ぜ
、
発
明
か
ら
文
化
を
見
る
の
か
？

本
書
は
、
生
活
道
具
の
具
体
的
な
発
明
に
表
れ
る
様
々
な
工
夫

を
通
じ
て
、
生
活
文
化
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
試
み
で
す
。
特
許

情
報
を
社
会
の
世
相
や
課
題
が
反
映
さ
れ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
情
報

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
の
発
明
が
積
み
上
げ
て
き

た
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
歴
史

上
の
偉
人
の
活
躍
よ
り
も
、
身
近
な
生
活
道
具
に
こ
そ
生
活
文

化
の
変
化
が
表
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。
生
活
文
化
の
片
鱗
は
発

明
と
し
て
表
れ
ま
す
。
発
明
の
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
工
夫
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
発
明
を
束
に
し
て
時
代
を
追
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
庶
民
の
内
に
秘
め
た
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
・
・
・

明細書と発明のポイント
明治～大正～昭和終戦前の明細書と、
発明のポイントをわかりやすく掲載。
人々の生活が見えるだけでなく、
当時の技術水準もわかります。

本書の内容

本文ページ

オプションCD
書籍の中で掲載した発明の一覧表
(Excel形式)と全文明細書(PDF)を
収録。詳細内容の確認に便利です。
書籍と併せてご利用下さい。

日本の文化は、米文化と言っても過言ではありません

農具１シリーズでは、

米を収穫した後～お米を炊く前までに

使われた農具（脱穀、籾摺り、精米）の発明を

取り上げて生活文化を見ていきます

《続刊予定》農具１～農具３シリーズを予定しています。
農具２シリーズ：耕す（鍬、鋤、犂、耕運機）、田植え、稲刈り

農具３シリーズ：荷車、水車、藁打ち

発明を時代別（明治、大正、昭和）に掲載し、
当時の生活文化についての考察を加えています。

発明の図面だけを時系列に掲載。
庶民の工夫を図面から読み取ることができます。

※上記ページはサンプルです。

発明の図面や文字から
当時の暮らしを垣間見る!!


